
菊
池
仁
春
闘
共
闘
議
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
開
会
あ
い
さ

つ
し
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
底
上

げ
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
な

ど
、
確
信
を
も
っ
て
た
た
か
い

に
臨
も
う
」
「
大
企
業
・
富
裕

層
は
も
う
け
を
独
占
し
、
自
己

責
任
論
の
新
自
由
主
義
社
会
に

も
っ
と
怒
り
、
参
院
選
で
は
市

民
と
野
党
の
共
闘
で
勝
利
し
よ

う
」
「
今
年
こ
そ
正
し
く
怒
ろ

う
日
本
人
」
と
訴
え
ま
し
た
。

22
国
民
春
闘
の
方
針
を
松

川
功
春
闘
共
闘
事
務
局
長
が
提

案
し
ま
し
た
。

「
要
求
の
柱
と
し
て
、
生
計
費

原
則
に
基
づ
く
要
求
提
出
。
ス

ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
団
体
交
渉

を
行
い
、
大
幅
賃
上
げ
・
底
上

げ
を
要
求
し
闘
う
。
春
闘
の
山

場
は
、
3
月
9
日
集
中
回
答

日
、
3
月
10
日
ス
ト
ラ
イ
キ

を
含
む
統
一
行
動
日
と
し
、
賃

上
げ
要
求
月
額
２
万
５
千
円
以

上
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５

０
０
円
の
賃
上
げ
、
均
等
待
遇
・

労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
を
要
求

し
て
い
く
」

ま
た
「
改
憲
策
動
を
許
さ
な

い
、
浜
岡
原
発
再
稼
働
反
対
・

廃
炉
な
ど
の
運
動
を
進
め
る
」

な
ど
の
方
針
を
提
起
し
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
前
に
、
静
岡
県
商

連
の
瀬
川
る
み
事
務
局
長
（
写

真
下
）
が
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
実
態
、
最
賃
引
き

上
げ
へ
の
協
同
を
ど
う
進
め
る

か
」
と
題
し
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

日
本
の
中
小
企
業
は
全
企
業

の
99
.7
％
、
大
企
業
が
0.3
％

と
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
。
中

小
企
業
に
重
く
か
か
る
社
会
保

険
料
負
担
（
売
上
総
利
益
に
占

め
る
社
会
保
険
料
負
担
割
合
、

大
企
業
9.9
％
、
中
小
企
業
14

％
）
。

社
会
保
険
の
負
担
軽
減
な
ど

中
小
企
業
支
援
が
必
要
だ
、
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
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県評しずおか
新
自
由
主
義
社
会
に
怒
り
を
！

正
し
く
怒
ろ
う
日
本
人
！

２
０
２
２
年
国
民
春
闘
共
闘
会
議
総
会

２
０
２
２
年
国
民
春
闘
静
岡
県
共
闘
会
議
は
総
会
と
旗
開
き
を

1
月
8
日
に
静
岡
市
葵
区
の
ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
県
下
各
地
の
会
場
を
つ
な
ぎ
、
47
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

コロナ禍だからこそ、賃金の大幅引き上げをと訴える菊池仁春闘共闘議長
＝1月8日、ロッキーセンター

県
春
闘
共
闘
会
議

県
評
旗
開
き
開
催

「
経
済
波
及
効
果
試
算
結
果
」

を
労
働
研
究
所
の
多
田
義
幸
事

務
局
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

静
岡
県
評
パ
ー

ト
臨
時
労
組
連

絡
会
は
2
月
6

日
（
日
）
静
岡

市
の
ロ
ッ
キ
ー

セ

ン

タ

ー

で

「
２
０
２
２
年

最
賃
署
名
ス
タ
ー

ト
集
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
20
人
、

オ
ン
ラ
イ
ン
9

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

鈴
木
洋
子
代
表
の
あ
い
さ
つ

後
、
全
労
連
作
成
の
動
画
「
一

緒
に
め
ざ
そ
う
！
最
低
賃
金
１

５
０
０
円
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。

動
画
で
は
「
日
本
の
最
低
賃
金

は
O
E
C
D
加
盟
国
の
中
で

最
も
低
い
。
全
国
一
律
１
５
０

０
円
は
目
標
で
な
く
実
現
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

「
静
岡
県
の
最
低
賃
金
は
昨
年

10
月
に
改
定
さ
れ
８
８
５
円
か

ら
９
１
３
円
、
約
3
％
の
28

円
ア
ッ
プ
し
た
。
９
１
３
円
で

1
か
月
働
く
と
13
万
６
９
５

０
円
（
月
１
５
０
時
間
）
と
な

る
。
静
岡
県
の
最
低
生
計
費
は

25
歳
単
身
で
24
万
６
６
５
９

円
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

全
労
連
・
静
岡
県
評
は
全
国

一
律
の
１
５
０
０
円
を
求
め
て

い
る
が
、
経
済
に
ど
の
よ
う
な

波
及
効
果
が
あ
る
か
試
算
し
た
。

静
岡
県
内
に
は
１
５
０
０
円

で
働
く
労
働
者
が
85
万
人

（
県
内
労
働
者
の
約
半
分
）
ほ

ど
い
る
、
最
賃
を
１
５
０
０
円

に
す
る
と
約
５
０
０
０
億
円
賃

金
が
増
え
る
、
そ
の
う
ち
３
６

０
０
億
円
く
ら
い
消
費
に
回
る
、

ま
た
雇
用
を
も
誘
発
し
、
生
産

額
も
増
え
税
収
も
上
が
る
。

時
給
１
５
０
０
円
が

実
現
す
れ
ば
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
（
年
収
２

０
０
万
円
以
下
）
も

な
く
な
る
」
。

ま
た
「
中
小
企
業

へ
の
支
援
が
必
要
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
最
賃

で
生
活
で
き
る
か

4
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
討
議
し

ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
食
事
代
を
詰
め

る
、
付
き
合
い
を
や
め
る
、
子

供
に
か
か
る
費
用
は
減
ら
せ
な

い
、
な
ど
の
意
見
で
、
最
賃
で

は
生
活
で
き
な
い
と
の
結
論
で

し
た
。

湯
澤
洋
江
事
務
局
長
よ
り
最

賃
署
名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

行
動
提
起
が
あ
り
、
目
標
1
万

筆
、
取
り
組
み
期
間
2
月
～

5
月
末
、
な
ど
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
各
組
合
・
地
域
か

ら
決
意
の
表
明
が
あ
り
「
今
ま

で
あ
ま
り
議
論
を
し
て
こ
な
か
っ

た
。
最
賃
が
上
が
れ
ば
公
務
員

の
賃
金
も
上
が
る
。
全
体
的
に

賃
金
が
上
が
る
。
最
賃
が
上
が

れ
ば
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
が

上
が
る
の
で
頑
張
り
た
い
。
社

会
の
意
識
を
変
え
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

最賃1500円 雇用も
生産額も増える

今
年
の
抱
負
・
春
闘
に
つ
い

て
各
単
産
・
地
域
の
代
表
が
発

言
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
昨
年
同
様
飲
食

な
し
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
宅
配

事
業
が
伸
び
た
が
賃
上
げ
を
渋
っ

た
。
今
年
は
全
労
働
者
の
賃
上

げ
を
目
指
す
」
（
ユ
ー
コ
ー
プ

労
組
）
。
「
熱
海
の
土
石
流
災

害
な
ど
、
復
興
な
ど
対
応
の
た

め
に
身
を
削
っ
て
働
く
国
家
公

務
員
の
増
員
を
。
署
名
の
力
で

１
３
５
名
の
純
増
を
勝
ち
取
っ

た
」
（
県
国
公
）
。
「
年
齢
別

最
賃
・
60
歳
以
降
の
賃
金
労
働

条
件
の
要
求
等
を
し
て
い
く
」

（
化
学
一
般
）
。
「
1
兆
円
も

の
莫
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る

の
に
昨
年
の
賃
上
げ
は
わ
ず
か

２
０
０
０
円
だ
っ
た
。
今
年
も

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
闘
う
」

（
通
信
産
業
労
組
）
。
「
長
時

間
労
働
の
削
減
」
「
組
織
拡
大

に
力
を
入
れ
る
」
「
パ
ー
ト
な

ど
非
正
規
労
働
者
の
労
働
条
件

向
上
を
求
め
て
い
く
」
な
ど
単

産
よ
り
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
労
連
か
ら
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど

使
い
工
夫
し
て
行
っ
て
い
く
」

「
春
闘
学
習
会
や
統
一
行
動
に

取
り
組
む
」
「
平
和
運
動
に
力

を
入
れ
る
」
な
ど
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
菊
池
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
心
の
中
で
叫
び

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

最
賃
署
名
ス
タ
ー
ト
集
会

3.1ビキニデー集会
オンライン開催に一本化

【2月28日】
第１部 日本原水協全国集会
第２部 特別集会
13時～15時30分（オンライン企画）

【3月1日】
被災68年・3・1ビキニデー集会
13時～15時30分（オンライン企画）

国際女性デー静岡県集会

日時:3月5日（土）13：30～

会場:あざれあ ５０１会議室

なぜ日本のジェンダー平等は進ま

ないのか「自民党の憲法改正草案」

が示す「個」を認めない「家族」像

講師 ：弁護士 小笠原 里夏さん

発送に10億円 アベノマスク

最賃1500円になればワーキングプアもなくな
ると話す多田さん＝2月6日

一
コ
マ
漫
画

T.Nabeta



講
演
を
角
田
由

紀
子
弁
護
士
（
写

真
下
）
が
「
『
セ

ク
ハ
ラ
大
国
日
本
』

な
の
は
、
な
ぜ
！
？
」

と
題
し
行
い
ま
し

た
。角

田
さ
ん
は
、

１
９
６
０
年
代
初

め
、
高
校
時
代
に

「
女
性
差
別
」
を

た
く
さ
ん
体
験
し

た
。
当
時
は
「
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
と
い

う
言
葉
は
な
く

（
１
９
７
０
年
代

に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
）
、

経
験
と
し
て
は
あ
っ
た
が
女
性

の
側
に
立
っ
た
言
葉
が
な
か
っ

た
。
誰
も
が
体
験
し
て
い
る
不

快
な
出
来
事
、
あ
た
か
も
自
然

な
出
来
事
の
よ
う
に
あ
っ
た
と

実
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
は
、

政
治
が
つ
く
っ
て
い
る

日
本
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
女
性

の
性
被
害
を
正
面
か
ら
認
め
な

い
社
会
だ
。
女
性
が
被
害
に
遭

い
告
発
す
る
こ
と
は
、
被
害
に

遭
っ
た
こ
と
は
恥
ず
べ
き
で
あ

り
、
被
害
者
自
身
の
落
ち
度

（
防
げ
な
か
っ
た
か
ら
、
「
貞

操
」
を
守
れ
な
か
っ
た
か
ら
）
、

自
己
責
任
の
自
認
に
す
り
替
え

ら
れ
て
い
る
。

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
象
徴
さ
れ
る
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
自
然
現
象
で
は
な

い
。
こ
の
社
会
の
政
治
が
作
っ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
家
父
長
制
の
序

列
で
、
夫
が
妻
を
、
父
が
子
を

殴
る
の
は
「
普
通
」
と
い
う
感

覚
を
持
つ
男
性
も
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
の
安
保

法
制
強
行
成
立
に
よ
り
、
社
会

は
急
激
に
暴
力
肯
定
に
傾
い
た

の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
２
０

２
１
年
の
小
田
急
事
件
（
女
性

な
ら
誰
で
も
よ
か
っ
た
）
も
そ

の
影
響
下
に
起
き
た
の
で
は
な

い
か
。

軍
事
費
の
増
加
や
、
今
で
は
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
こ
と

さ
え
、
肯
定
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

I
L
O
１
９
０
号
条
約
の

批
准
を

I
L
O
１
９
０
号
条
約
が
、

国
際
的
に
最
高
水
準
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
法
で
あ
る
が
、
岸

田
首
相
は
「
趣
旨
は
妥
当
だ
が
、

批
准
は
検
討
」
と
い
う
国
会
答

弁
だ
。
禁
止
規
定
を
入
れ
る
と

使
用
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
禁
止
規
定
の
明
記
」
さ

え
拒
ん
で
い
る
。
こ
う
い
う
政

権
に
対
し
て
、
国
民
運
動
で
し

か
前
進
は
な
い
。
I
L
O
１

９
０
号
条
約
批
准
を
求
め
る
運

動
を
強
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と

角
田
さ
ん
は
訴
え
ま
し
た
。

女
性
へ
の
性
的
支
配
を
助
長

す
る
文
化
が
は
び
こ
っ
て
来
た

日
本
だ
が
、
少
し
ず
つ
若
い
世

代
か
ら
の
変
化
も
あ
る
。
日
本

社
会
の
歴
史
と
構
造
を
学
び
、

国
際
法
を
知
り
、
国
民
運
動
で

前
進
さ
せ
る
し
か
な
い
と
確
信

し
た
講
演
で
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
２
０

２
０
年
に
計
画
し
た
東
海
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流
集
会
in

静
岡
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
延
期
さ

れ
、
今
年
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
静
岡
県
評
女
性
部
の
初
春

の
つ
ど
い
と
併
せ
て
の
集
会
と

な
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
の
催
し
と
し
て
、

朝
鮮
通
信
使
と
日
韓
交
流
の
歴

史
が
残
る
静
岡
市
清
水
区
の
清

見
寺
の
映
像
を
鑑
賞
し
、
角
田

さ
ん
の
講
演
後
に
は
ブ
ロ
ッ
ク

各
県
の
参
加
者
が
画
面
越
し
で

交
流
し
ま
し
た
。
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１
月
18
日
（
火
）
「
軍
事

費
を
削
っ
て
暮
ら
し
と
福
祉
・

教
育
の
充
実
を
求
め
る
国
民
大

運
動
静
岡
県
実
行
委
員
会
」
は
、

川
勝
平
太
県
知
事
に
対
し
、
中

小
零
細
企
業
、
教
育
、
リ
ニ
ア

な
ど
5
項
目
に
つ
い
て
要
請
を

行
い
、
県
評
か
ら
菊
池
仁
議
長

（
代
表
幹
事
）
・
松
川
功
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

静
岡
県
が
先
陣
を
切
っ
て
小
・

中
・
高
校
の
30
人
学
級
（
20

人
学
級
）
を
推
進
し
て
く
だ
さ

い
と
の
要
望
に
、
川
勝
知
事
は

「
教
育
は
一
番
大
事
、
高
校
も

35
人
以
下
学
級
に
す
る
べ
き
だ
。

文
科
省
の
政
策
で
、
先
生
方
も

忙
し
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
と
接
す
る
時
間
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
。
先
生
の
負
担
を

減
ら
す
に
は
少
人
数
学
級
は
必

要
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
協
力
金
の
申
請

で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
利
用
が
で
き
な

い
中
小
事
業
者
が
い
ま
す
。
わ

か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
と
の
、

訴
え
に
川
勝
知
事
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

の
利
用
が
で
き
な
い
方
々
が
い

る
の
は
承
知
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
使
え
な
い
人
に
は
そ
れ
以

外
の
対
応
を
準
備
し
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

浜
岡
原
発
に
つ
い
て
、
川
勝

知
事
は
、
避
難
計
画
は
作
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
出
来
た

か
ら
稼
働
で
き
る
も
の
で
は
な

い
、
使
用
済
み
燃
料
な
ど
の
問

題
も
あ
り
動
か
せ
る
状
態
で
は

な
い
と
、
発
言
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
省
の
専
門
家
会

議
が
中
間
報
告
で
工
事
を
行
っ

た
あ
と
湧
水
の
全
量
戻
し
を
す

れ
ば
水
の
量
が
維
持
さ
れ
る
と

ま
と
め
た
こ
と
に
つ
い
て
「
と

う
て
い
賛
成
で
き
な
い
。

自

然
と
生
態
系
を
守
る
問
題
も
ま

だ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

安
健
セ
ン
タ
ー
事
務
局

は
1
月
、
中
小
商
工
業
者

組
織
で
の
肺
関
連
疾
患
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
中

小
自
営
業
者
の
営
業
と
生

活
・
い
の
ち
を
守
る
組
織

で
、
税
制
改
悪
へ
の
反
対

運
動
、
大
企
業
の
横
暴
に

対
す
る
反
対
や
中
小
業
者

を
守
る
行
動
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
国
や
自
治

体
か
ら
補
助
金
や
援
助
を

受
け
ず
自
主
・
独
立
の
運

動
を
進
め
、
平
和
や
憲
法

を
守
る
活
動
も
し
て
い
る

組
織
で
す
。

安
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
み

る
と
「
自
営
業
者
」
「
一

人
親
方
」
と
言
う
こ
と
で
、

労
働
者
で
は
な
い
た
め
、

労
災
支
援
な
ど
で
も
や
や

縁
遠
い
方
々
で
し
た
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の

被
害
で
は
、
労

災
特
別
加
入
の

場
合
や
若
い
頃
に
労
働
者

で
あ
っ
た
な
ど
で
労
災
の

可
能
性
が
あ
り
、
最
近
で

は
国
の
救
済
補
償
の
対
象

と
し
て
一
人
親
方
自
体
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス

ト
１
１
０
番
に
は
こ
の
よ

う
な
中
小
商
工
業
者
や
一

人
親
方
か
ら
の
相
談
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

安
健
セ
ン
タ
ー
は
、
数

年
前
か
ら
肺
関
連
疾
患
の

調
査
を
始
め
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
昨
年
も
10

月
～
12
月
に
相
談
が
あ
っ

た
会
員
さ
ん
2
人
の
労
災

申
請
を
行
い
二
人
と
も
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
肺
炎
な

ど
が
増
え
て
お
り
、
今
年

は
や
や
不
安
の
中
で
調
査

に
入
り
ま
し
た
、
調
査
対

象
は
５
０
０
人
ほ
ど
で
、

肺
に
疾
患
の
あ
る
人
が
年

間
、
約
50
人
余
の
患
者
さ

ん
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
そ
の
中
に
は
中
皮

腫
（
ア
ス
ベ
ス
ト
特
有
の

腫
瘍
）
が
複
数
人
み
ら
れ
、

肺
が
ん
の
方
が
大
変
多
く

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
中
で
も
建
設
関
連
の

職
業
の
方
が
4
割
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
後
個

別
の
方
の
了
承
を
得
て
よ

り
詳
細
な
調
査
を
す
す
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

平
均
年
齢
が
後
期
高
齢
者

該
当
と
言
う
よ
う
に
高
齢

化
が
進
み
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
と
い
う
面
か
ら
み
る

と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

肺
疾
患
の
潜
伏
期
間
が
長

い
の
で
、
早
め
の
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
商
工
業
者
の

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

職場の安全衛生を実現するために
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2022年国民春闘

2・20 静岡県決起集会

❑日時：2022年2月20日（日）10：00

❑会場：青葉公園B1 （静岡市葵区）

❑会場：東ふれあい公園（浜松市中区）

※新型コロナの状況で行動の変更もありえます

静岡県評女性部は、1月29日（土）初春

のつどい＆東海北陸ブロック女性交流集

会を静岡市葵区の教育会館で開催しまし

た。オミクロンの感染拡大が止まらない

状況なのでオンライン参加を呼びかけま

した。オンライン33人、会場26人が参加

しました。

県評女性部 初春のつどい＆
東海北陸ブロック女性交流集会

県
知
事
に
少
人
数
学
級

な
ど
5
項
目
を
要
望

川
勝
知
事
（
中
央
）
に
要
請
す

る
実
行
委
員
＝
18
日
、
県
庁

き
は
、
春
闘
華
や
か
な
り
し
頃

で
、
旧
庁
舎
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の

ピ
ケ
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
時

は
民
間
が
上
が
れ
ば
公
務
員
に

跳
ね
返
る
時
代
で
し
た
。
春
闘

は
太
田
薫
総
評
議
長
が
考
案
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
企
業

別
組
合
の
弱
点
を
補
っ
て
、
未

組
織
ま
で
賃
上
げ
の
影
響
を
及

ぼ
す
仕
組
み
が
キ
チ
ン
と
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

連
合
が
で
き
て
一
変
、
欧
米

と
比
べ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
少
な

い
国
に
な
る
の
と
平
行
し
て
、

賃
上
げ
も
社
会
的
賃
金
闘
争
と

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
運
動
に
、
い
か
に
み
ん

な
が
参
加
し
て
勝
ち
取
る
か
が

大
事
で
す
。

日
本
の
賃
金
は
O
E
C
D
加

盟
国
35
ヵ
国
中
22
位
、
2
年

前
に
韓
国
に
抜
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
日
本
に
お
い
て
非
正
規

労
働
者
の
増
大
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
、
社
会
的
賃
金
闘
争
と

し
て
、
最
低
賃
金
、
公
契
約
、

人
事
院
勧
告
と
制
度
的
に
賃
金

を
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
重

要
で
す
。

私
が
県
評
議
長
の
と
き
、
２

０
１
０
年
に
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
め
ざ
す
要
求
の
根
拠
と

し
て
、
最
低
生
計
費
試
算
運
動

を
取
り
組
み
、
現
在
全
国
各
地

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

昨
年
静
岡
県
で
理
念
条
例
が
で

き
ま
し
た
が
、
労
働
者
保
護
が

抜
け
て
い
る
不
十
分
な
も
の
で

し
た
。
さ
ら
に
ケ
ア
労
働
者
の

国
民
大
運
動
実
行
委
員
会

I
L
O
１
９
０
号
条
約
批
准
を
求
め
る
運
動

が
大
事
と
訴
え
る
角
田
さ
ん
＝
1
月
29
日

1
月
20
日
、

定
例
研
究
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
的
賃
金

闘
争
の
意
義
と

具
体
的
戦
略
」

と
題
し
て
、
林

克
元
県
評
議
長

（
写
真
）
が
報

告
し
ま
し
た
。

１
９
７
０
年

代
に
私
が
市
役

所
に
入
っ
た
と

社会的賃金闘争の
取り組みが重要

静岡県労働研究所 No.78

報告する林氏＝20日


